
睾丸マッサージを受けに行って真性

包茎を笑われた話 

 

睾丸マッサージの店に行った時の話。 

ネットで睾丸マッサージというものを知って、

美女にキンタマを揉み揉みされるのがエロす

ぎて一度行ってみたかったのだ。 

ネットで見つけた小さなサロンで、完全個室、

美女セラピストのみと書いてあったところを予

約した。予約時間ちょうどに到着すると、受付

の女性が静かに案内してくれた。 

「本日は通常コースですね。ではお着替えく

ださい。下着まで全部お脱ぎになって、ベッド

に仰向けでお待ちください。」 



カーテンの内側で服を脱ぎ、指定通りに全裸

になってベッドに横になった。室温は少し高

めに設定されていて、肌がじんわり温まる。

股間に薄いタオルをかけられた状態で待って

いると、ノックの音がして女性が入ってきた。 

年齢は20代半ばくらい。落ち着いた雰囲気

の女の子だ。 

「初めまして。担当の三浦です。今日はよろし

くお願いします」 

彼女は淡々と準備を始め、まずタオルを丁寧

にずらした。おちんちんが露出する。最初に

睾丸から触れてくるのかと思っていたが、彼

女は意外にもチンポの根元から丁寧にオイ

ルを塗り始めた。指がチンポに触れた瞬間、

体がわずかに反応した。 



オイルのぬるぬるした感触と、女性の柔らか

い指の動き。気づけば、徐々に充血してい

き、完全に勃起してしまっていた。 
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